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目的： 

これまでに、生後 6 か月までの子どもへの父親の育児行動が、生後 18 か月までの子どもの受傷を予防できることは先行研究で

示されているが、生後 18 か月以降の子どもの受傷との関連は明らかにされていない。そこで、本研究では生後 6 か月時の父親

の育児行動と生後から 4 歳までの子どもの受傷との関連を検討した。 

 

方法： 

エコチル調査に登録された 72,343 人の母親のデータを用い、生後 6 か月時での父親の育児行動 7 項目と、生後から 4 歳までに

発生した外傷と熱傷の有無との関連について、多項ロジスティック回帰分析を行い、オッズ比(OR)と 95%信頼区間(CI)を算出した。

育児行動の 7 項目は、室内遊び、屋外遊び、授乳、おむつ交換、着替え、入浴、寝かしつけの 7 項目を「まったくしない」、「ほとん

どしない」、「ときどきする」、「いつもする」の 4 項目のリッカート尺度を用いて評価した。回答から合計点を算出し（0～21 点）、低

得点群（0～11 点）、中得点群（12～14 点）、高得点群（15～21 点）の 3 群に分けた。 

 

結果： 

生後 6 か月時の父親の育児行動と子どもの外傷、熱傷の受傷リスクとの関連では、育児行動 7 項目の合計得点が高い群におい

て、外傷の低いリスクと関係があった。生後 6 か月時の父親の育児行動の項目ごとに子どもの受傷との関連を見ると、外傷では

父親が子どもとの室内遊び、外遊び、子どもの食事の世話、入浴の世話、寝かしつけを「まったくしない」よりも「ほとんどしない」、

「ときどきする」、「いつもする」方が子どもの受傷リスクは低かった。父親の育児行動と子どもの熱傷との関連は示されなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では子どもが生後 6 か月時点での父親の育児行動と生後から 4 歳における子どもの受傷との関連を検証し、子どもが生

後 6 か月の時に父親が育児に参加していることが、4 歳までの子どもの外傷の低いリスクとの関連を示したが、熱傷の受傷リスク

との関連は示されなかった。本研究データの父親の育児行動は子どもが生後 6 か月という 1 時点での状況を尋ねた横断的デー

タであるため、生後 6 か月から 4 歳までの間の父親の育児行動については不明である。また、子どもの受傷状況や重症度等は

不明であり、あらゆる傷害を網羅できていないため、引き続き父親の育児行動と子どもの受傷との関連性を検討する必要があ

る。 

 

結論： 

生後 6 か月時における父親の育児行動は子どもの外傷の発生リスクの低下と関連していた。また、父親の育児行動に関する 7

項目のうち 5 項目で、外傷に対する保護的効果の可能性が示された。 

 


